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2 ）-37（P）　 家計調 査年報を用いた高等学校家庭科の課題研 究 ・総合学習の教材

○浦木 久仁子*　　　 福井典代*＊　　　 藤原康晴**

（＊鳴門 教育大院生,   ** 鳴門教育大 ）

《 目的》高等学校の職業に関する学科における課題研究のねらいは，生徒が主体的に適切

な課題を設定し，それを解決するプロセスをとおして，問題解決能力の育成や知識・技能

の総合化を図る点にある。昨年夏に出された教育課程審議会答申では「総合的な学習の時

間」と「課題研究」との互換も認められており，それらの学科目で取り上げる内容の検討

が迫られている。この報告では，家計調査年報のデータをもとに課題を設定し，パソコン

の表計算ソフトと統計分析ソフトを用いて効率的にデータを分析することで，データから

必要な情報を取り出し，課題の解決につなげていく教材を例示した。この教材は家庭科の

みならず他の職業科における課題研究や普通科での総合的な学習の時間にも応用できるも

のと考える。

《方法》表計算ソフトで使用できるように編成された家計調査年報のデータを，配列・計

算・グラフ機能を用いて整理・分析し，その結果を表示した。さらに必要な場合には統計

分析アドインソフトを用いて分析した。

《設定した課題と分析結果の例》前報（第49回大会，1997）で例示した支出構成比や購入

品目数量などの「時系列分析」「収入階級別分析」に加え，地域別データを用いて地域に

よる消費傾向の違いを分析した。後者の場合，それぞれの学校が設置されている地域と関

連させて結果を考察でき，地域の特性とかかわる課題研究や総合学習の教材として用い得

ることがわかった。

2 P-38(P) 高齢者と装い（第３報）

―生活文化を通してのフアツションコーディネートー

山岸　 裕美子（群馬社会福祉短期大学）

【目的】人は服飾を装うことにより自己表現を行うが、それがより納得のいくもの

であり、自信の持てるものである必要があろう。本研究においては、「生活文化 」に

対する知識や経験の豊富な高齢者ならではの特性を生かし、これを用いた衣服の工

夫の働きかけを行い、内面的充足感獲得までの過程を分析した。

【方法】前回、前々回の発表に引き続き、高齢者に対しフアツションコーディネー

トの働きかけと援助を行った。今回は、〔①文化的行事に対する気分を取り入れた装

いの工夫 〕や、〔②和服の文化を生活に取り入れ自己表現を行うこと〕を軸として

据えた。対象者は特別養護老人ホーム利用者を中心とした。

【結果】①の働きかけについては、行事の背景にある文化的ニュアンスを服装に表

現することで、共通の気分を高め合うことに繋がっていった。また、②の“和風”

としてとらえられる文化を装いに表現することは、いわば心の“和（やわらぎ）'

にも通じるものを生み出すこととなった。停滞しがちな老人施設の生活の中で、最

も身近な存在である衣服という場において満足感を見いだすことが、精神の活性化

を起こし、生きる意欲をももたらしたといえる。
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